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 はじめに 
 

 本書は、弊社 UHF 帯 RFID リーダ・ライタ(以下、リーダ・ライタとします)を、PLC などの制御機器で制御する方法 

 の概要を説明したものです。 

 システム検討前に一読くださいますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載を禁じます。 

本書の内容は、断りなく変更することがあります。 

 

※ Microsoft Windows は、米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

※ FTDI は、Future Technology Devices International Limited の商標または登録商標です。 

※ XPort は、Lantronix,Incの商標または登録商標です。 

※ その他、商品名及び製品名などは一般に各社の商標または登録商標です。 
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1. リーダ・ライタとの接続（インターフェース） 

リーダ・ライタは、下の２種を用意しております。 

 ⚫ [CBファミリ] : インターフェース拡張オプションが付属されている製品群  

 ⚫ [fファミリ] : インターフェース拡張オプションがない製品群  

  ※詳細は、弊社ホームページ https://artfinex.co.jp/uhf-info/  の 

     「開発情報（開発者支援キット[DK]付属 CD-ROM）の概要」 をご覧ください。 

お使いのリーダ・ライタがどちらのファミリかは、リーダ・ライタご購入時に同封されている「ご購入機器情報」を 

ご覧ください。もしくは弊社ホームページの 「UHF帯 R/W製品」 で調べることもできます。 

 

リーダ・ライタは下のインターフェースを持っています。 

  ※ リーダ・ライタの種類により、搭載されているインターフェースは異なります。 

⚫ USB  

⚫ RS-232C 

⚫ LAN 

⚫ 無線 LAN 

 

 

PLC で制御するときは RS-232C や LAN、また Android端末で制御するときは USB を選択いただけると 

思います。 

以下に、いくつかのインターフェースとの接続方法の概要を記します。 

接続方法の詳細とその他のインターフェースについては、SDK を購入していただくと付属されている 

「セットアップガイド」を参照してください。 

 

  

https://artfinex.co.jp/uhf-info/
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_dk_overview.pdf
https://artfinex.co.jp/product-uhf/
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1.1. RS-232C での接続 

リーダ・ライタと制御機器（PLC など）を RS-232C ケーブルで接続します。 

 

1.2. USB での接続 

リーダ・ライタと制御機器（Android端末など）を USB ケーブルで接続します。 

リーダ・ライタは USB接続のために、FTDI社のシリアルと USB の変換器を使用しています。 

そのため FTDI 社の USB ドライバが必要となります。 

Android 端末で制御する場合は、弊社ホームページ https://artfinex.co.jp/uhf-info/  の 

「UHF 帯リーダ・ライタ制御情報について」の 「開発情報（開発者支援キット［DK］付属CD-ROM）の概要」 を 

ご覧ください。 

 

1.3. LAN での接続 

リーダ・ライタと制御機器を LAN に接続します。 

IP アドレスなどを設定する方法はリーダ・ライタの種類により異なります。 

◇UP-200-J3シリーズ、UXA250 シリーズ、UP-250-J3 シリーズ、UP-1000-J3シリーズ 

弊社提供の Windows アプリ「LANManager」で行います。 

◇UP-250-J2シリーズ、UP-1000-J2 シリーズ 

LAN接続のために、Lantronix社の XPort（シリアルとイーサネットの変換器）を使用しているため、 

Lantronix社の DeviceInstaller（ユーティリティソフト）で行います。 

 

  

https://artfinex.co.jp/uhf-info/
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2. リーダ・ライタの制御方法 

後述するリーダ・ライタプロトコルに従って、リーダ・ライタと直接データを送受信して制御します。 

 

2.1. リーダ・ライタプロトコル 

  リーダ・ライタとのデータ送受信プロトコル（メッセージフォーマット）は下の通りです。 

  リーダ・ライタにはCB ファミリと f ファミリの２種類があり、それぞれでプロトコルが異なります。 

 

              【CB ファミリ版】                                          【f ファミリ版】 

     MSB                         LSB                    MSB                       LSB 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0x00  "S"  

0x01  フラグ  

0x02  自局アドレス  

0x03  宛先アドレス  

0x04  メッセージ区分  

0x05  オプションフラグ  

0x06  
レングス 

 

0x07   

0x08  0x20(固定)  

0x09  年  

0x0A  月  

0x0B  日  

0x0C  時  

0x0D  分  

0x0E  秒  

0x0F  ミリ秒  

0x10  
データ部 

(可変 0～n) 

 

   

n+0x1

0 

  

n+0x1

1 

 BCC  

 0xBB(固定)  

 コマンド区分  

 メッセージ区分  

 
レングス 

 

  

 
データ部 

(可変 0～n) 

 

  

  

 チェックコード  

 0x7E(固定)  
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詳細は、弊社ホームページ https://artfinex.co.jp/uhf-info/  の  「IFプロトコル制御方法（CB ファミリ版）」 

 と 「IF プロトコル制御方法（f ファミリ版）」 をご覧ください。メッセージフォーマットの詳細説明と主なメッセージ 

（コマンド）の具体例が記されています。 

 

また、下の便利な機能もご覧ください。 

 ⚫ アンテナごとの送信出力とセッションの設定 [CBファミリ]  

 ⚫ RSSI フィルタリング機能 [CBファミリ]  

 

3. メッセージ一覧 

リーダ・ライタで利用できるメッセージはこちらをご覧ください。 

⚫ 「開発情報(開発者支援キット[DK]付属 CD-ROM)の概要」 

 

  

https://artfinex.co.jp/uhf-info/
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_if_protocol_control_CB.pdf
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_if_protocol_control_f.pdf
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_each_antenna_CB.pdf
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_rssi_filtering_CB.pdf
https://artfinex.co.jp/wp/wp-content/themes/artfinex/data/product-uhf/afx_urw_dk_overview.pdf
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4. リーダ・ライタプロトコルの確認方法 

リーダ・ライタプロトコルは下の方法で見ることができます。 

 

弊社ホームページ https://artfinex.co.jp/uhf-info/  の下方にある 「ソフトウェアのダウンロード」 にある 

「UHF 帯 RFID評価用アプリケーション「ICTagWriter2」」 

をダウンロードします。 

「ICTagWriter2」はリーダ・ライタを制御する WindowsPC 用アプリケーションソフトウェアです。 

使用方法は、「ソフトウェア ドキュメント」にある 

「UHF 帯 RFID評価用アプリケーション「ICTagWriter2」取扱説明書」 

をご覧ください。 

 

「ICTagWriter2」 のメイン画面にある [Monitor ...] でMonitor画面を表示した状態で各操作を 

行うと、そのときのプロトコルが表示されます。 

 

 

 

  

https://artfinex.co.jp/uhf-info/
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下の図は、メイン画面にある [Get tag ...] でGet tag画面を開き、右下にある 「Start」 ボタンを押して、 

２枚の RFID タグを読んだときのものです。 

 

 

 

以上 

 


